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・このたびは、TAKEGAWA商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願いいたします。
・この商品は、Ｒ―ステージ／ボアアップ（５２×４１．４　８８ｃｃ）と ＦＩ―ＣＯＮ ＰＬＵＳ、エアフィルターをセットしたキットです。
　ご使用に付きましては、各キット内容をお確かめ、各キットの明記事項を遵守頂きます様お願い致します。万一お気付きの点がございまし
　たら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

～キット内容～

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎このキットはクローズド競技用として開発した商品ですので、一般公道では使用しないで下さい。一般公道で使用する場合は、必ず原付２種の登録を行い、道路運送車両法の保安基準を充たし、遵法運転を心掛けて下
　さい。（原付登録のまま公道を走行したり、道路運送車両法の保安基準を充たさない車両で公道を走行すると、違反となり運転者が罰せられます。）
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場
　合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象となりません。

◎当製品を単独で使用した場合、本来の性能が発揮出来ません。別途、当社製マフラーをご使用下さい。。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

〒５８４－００６９　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

TEL ０７２１－２５－１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９　URL http://www.takegawa.co.jp

お問い合わせ専用ダイヤル　　　　　０７２１―２５―８８５７

０１―０８―０１２７
カムシャフトＦ―１０

ＱＴＹ：１

ＮＧＫ―ＣＲ８ＨＳＡ
スパークプラグ＃８

ＱＴＹ：１

０３―０５―００３０
ＦＩ―ＣＯＮ ＰＬＵＳ

ＱＴＹ：１

ボアアップキット ８８ｃｃ

０１―０３―７００８
Ｒ―ステージキット

ＱＴＹ：１

０１―０４―７００３
８８ｃｃシリンダーキット

ＱＴＹ：１

０３―０１―１１０７
エアフィルター

ＱＴＹ：１

０２―０５―０５１
ドライブスプロケット１６Ｔ

ＱＴＹ：１

スーパーカブ５０（ＦＩ）

リトルカブ５０（ＦＩ）

商品番号 ０１―０５―３４２３

：ＡＡ０１―１７００００１～

：ＡＡ０１―４０００００１～
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・このたびは、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。

◎この製品を取り付け、原付免許、原付登録のまま一般公道を走行されると違反となり、運転者ご本人が罰せられる対象となります。一般公道を走行
　される場合は、小型２輪以上の免許を取得し、必ず市町村の役所もしくは市税事務所で原付２種への変更（注：登録手順は各市町村により異なり、当
　説明書が必要な場合があります。）を行い、道路運送車両法の保安基準を充たし、強制賠償保険等の排気量変更の申請を行って下さい。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎シリンダーヘッドにシリアルＮｏ．を刻印しています。部品注文時にシリアルＮｏ．が必要になる場合があります。
◎当製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎取り付けの際には、工具等を準備し、取付け要領に従って十分注意して作業を行って下さい。尚、この取扱説明書やホンダ純正サービスマニュアル

　は基本的な技能や知識を持った方を対象としております。取り付け等の経験の無い方、工具等の準備が不十分な方は、技術的信用のある専門店へご
　依頼されることをお勧め致します。
◎ボルト、ナット、ノックピンは再使用しますが、摩耗、損傷が激しいものは再使用せず、必ず新品のものをご使用下さい。
◎燃料は必ず無鉛ハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。
◎このパーツはクローズド競技用として開発した商品ですので、一般公道では使用しないで下さい。一般公道で使用する場合は、必ず道路運送車両法
　の保安基準を充たし、遵法運転を心掛けて下さい。
　（道路運送車両法の保安基準を充たさない車両で公道を走行すると、違反となり運転者が罰せられます。）
◎レース等でご使用の場合は、いかなる場合もクレームは一切お受け出来ません。ご了承下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

おことわり

イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

使用燃料についてのご注意
ノーマルに比べて高圧縮比となるように設定しておりますので、燃料は必ずハイオクタン価ガソリンを使用して下さい。レギュラーガソリンを使用
すると、異常燃焼を起こして本来の性能を発揮しない上に、ピストンが壊れて重大な故障を起こす可能性があります。
ＫＩＴ取り付け前に燃料タンクに残っていたガソリンにも注意して下さい。レギュラーガソリンが残っている場合は、必ずハイオクタン価ガソリン
と入れ替えて下さい。

スパークプラグについてのご注意

スパークプラグは必ずＣＲ８ＨＳＡ（ＮＧＫ）または、Ｕ２４ＦＳＲ－Ｕ（ＤＥＮＳＯ）に交換して下さい。

急発進・急加速についてのご注意

空ぶかし、急加速、急激なエンジンブレーキはエンジンに高負荷がかかります。最悪の場合はクランクシャフトが破損し、エンジンを壊してしまう
恐れがありますのでご注意下さい。

Ｆ．Ｉ． コントローラープラスについての注意

エンジンキットのみで使用されますとエンジンが重大な故障を起こす可能性があります。必ず車両専用のＦ．Ｉ．コントローラープラスをご使用下
さい。

〇ＳＴＤヘッドの雰囲気を残しデザインされたＦＩエンジン初のビッグバルブヘッド。
〇ＳＴＤヘッドよりバルブ挟み角を変更し燃焼効率を向上。
〇インテークポート径をφ２０→φ２４、インテークバルブ傘径をφ２０→φ２６、エキゾーストバルブ傘径をφ１６→φ２２．５とし吸排気効率を

　向上。
〇不等ピッチシングルバルブスプリングを採用。
〇耐久性に優れたスチールリテーナーを採用。

～特　徴～

取扱説明書

Ｍｏｎｋｅｙ（ＦＩ）
スーパーカブ５０（ＦＩ）

リトルカブ５０（ＦＩ）

商品番号 ０１―０３―７００８

：ＡＢ２７―１９００００１～
：ＡＡ０１―１７００００１～

：ＡＡ０１―４０００００１～



CO
PY

-A2- Jul./17/’09

①使用燃料について
　燃料タンクにレギュラーガソリンが残っている場合は必ずハイオクタン
　価ガソリンと入れ替えて下さい。
②このキットを取り付けると遠心フィルターがなくなります。外部オイル
　フィルター付の乾式クラッチ又はスペシャルクラッチを装着して下さい。
③スプロケットの変更
◇このキットを取り付けると出力がアップします。ノーマルのスプロケッ
　トのままではローギアすぎて各部の磨耗が激しくなり、エンジン寿命に

　悪影響を及ぼすだけでなく最悪の場合はエンジンを壊してしまう恐れが
　あります。スプロケットのハイギアー化を行って下さい。

オイルクーラー
◇このキットを取り付けると出力アップに伴い、エンジン発熱量が増大し

　ます。エンジンに長時間の負荷を与える走行には、油温を適切に保ち、
　高温時に発生する油膜切れ等を防止するオイルクーラーキットの装着を
　お薦めします。

●走行前の注意

●その他

●シリンダーヘッドには、管理ＮｏとしてヘッドＮｏ（シリアル）を打刻
　しております。
　リペアパーツ発注時、このヘッドＮｏが必要となる場合があります。
　リペア品番がわからない等で、リペアパーツが発注出来ない時は、下記
　の例を参考に発注して下さい。

☆シリンダーヘッドに打刻してあるＮｏをひかえる。
　ヘッドＮｏ－ＩＲＳ－０００００１
　発注例→シリンダーヘッドキット、リペア
　　　　　ヘッドＮｏ－ＩＲＳ－０００００１→インテークバルブ　
　　　　　数量１本

このキット単体では使用することは出来ません。

専用のボアアップキットをご購入下さい。

（フルキット購入時除く）

●カムシャフトについて

◇シリンダーヘッドキット単品にてご購入された場合は、別途専用カム　
　シャフトが必要です。カムシャフトは用途や排気量によって数種類のプ
　ロファイルを用意しております。又、フルキットにて購入され同梱され
　ているカムシャフト以外に、オプション品として検討して頂けます。

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて頂
　きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象とな
　りません。なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。あらかじめご了承下さい。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

 ・技術、知識の無い方は、作業を行わないで下さい。（技術、知識不足による作業ミスで、部品破損により、事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ、安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・エンジンを回転させる場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・ガソリンは非常に引火しやすい為、一切の火気を避け、燃えやすい物が周りに無い事を確認して下さい。（火災の原因となる恐れがあります。）
 ・規定トルクは必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルト及びナットの破損、脱落等で事故につながる恐れがあります。）

 ・指示部品以外の部品の使用は、一切行わないで下さい。（部品破損により、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け、損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると、部品破損により、事故につながる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・走行前は必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みの有無を確認し、緩みがあれば規定トルクで増し締めを行って下さい。
　　（部品脱落等で、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）　
 ・燃料は必ずハイオクタン価ガソリンを使用して下さい。（ノッキング等のトラブルで事故につながる恐れがあります。）

　警告 この表示の内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

 ・このパーツはクローズド競技用として開発した商品ですので、一般公道では使用しないで下さい。一般公道で使用する場合は、必ず原付２種の
　　登録を行い、道路運送車両法の保安基準を充たし、遵法運転を心掛けて下さい。
　　（原付登録のまま公道を走行したり、道路運送車両法の保安基準を充たさない車両で公道を走行すると、違反となり運転者が罰せられます。）

 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。３５℃以下。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、十分注意して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・ガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。（部品の摩耗や損傷等で、エンジントラブルの原因となります。）

注意 この表示の内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

ヘッドＮｏ打刻位置
ＩＲＳ－０００＊＊＊

IRS-000000

●使用回転数について

◇使用最高回転数は１２０００ｒｐｍです。１２０００ｒｐｍ以下でご使
　用下さい。
　（１２０００ｒｐｍ以上で使用されると、エンジンに悪影響を与えるだけ

　でなく、最悪の場合エンジンが破損します。）
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～商　品　内　容～

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来ない場合もあります。　

　あらかじめご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さいます様お願い致します。

〒５８４－００６９　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

TEL ０７２１－２５－１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　　　　　０７２１―２５―８８５７
URL http://www.takegawa.co.jp

１

２

３

４
５

６

４

５

６

７
８

９

７

８

９

１０

番号 部　品　名 数量 リペア品番 　数
１ シリンダーヘッド １
２ インテイクバルブ １ １４７１０―ＧＢＪ―Ｔ００ １
３ エキゾーストバルブ １ １４７２０―ＧＢＪ―Ｔ００ １
４ バルブスプリングアウターシート ２ ００―０１―０００２ ２
５ バルブステムシール ２ ００―０１―００１５ ２
６ バルブスプリング ２ ０１―１２―０１０２ ２
７ バルブスプリングリテーナー ２ ００―０１―０１０２ ２
８ バルブコッタ ４ ００―０１―００１８ ４
９ スタットボルト　６×３２ ２ ００―０１―００７３ ２

１０ エキゾーストパイプガスケット １ ００―０１―００６４ ２

入
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１．シリンダーヘッド組み立て

◇Ｒ- Ｓｔａｇｅヘッドにキット内
　のカムシャフトを取り付ける。
　カムシャフト・カムシャフトベア
　リングにきれいなエンジンオイル
　を塗布する。入りにくくてもハン

　マー等でたたかずに入れる。
◇ノーマルカムに付いていたノック
　ピンをキットのカムに取り付ける。
◇ノーマルヘッドより取り外した　
　ロッカーアーム、ロッカーアーム
　シャフト、ストッパープレートを
　取り付ける。　
　ストッパープレートボルト
　１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

※ロッカーアームシャフトがロッ　
　カーアームに取り付け出来ない場
　合は、ロッカーアームのアジャス
　ティングスクリューを緩める。

◇ノーマルヘッドよりストッパープ
　レート、ロッカーアーム、ロッカー
　アームシャフトを取り外す。

◇シリンダーヘッドをカムチェーンと
　スタッドボルトを通しながら取り付
　ける。　

◇シリンダーヘッドプレートを組み付け、
　ヘッドナットを均等に締め付ける。
　締め付けトルク
　　１４Ｎ・ｍ（１．４ｋｇｆ・ｍ）

◇ヘッドサイドボルトを取り付ける。
　先に仮止めしていたガイドローラー
　ボルトとシリンダーサイドボルトを
　締め付ける。

締め付けトルク
ガイドローラーボルト
　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）
サイドボルト上下
　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

◇チェンジペダルシャフトの横にある
　６角ボルトを取り外す。（カム　　
　チェーンテンショナーが緩むのでカ
　ムチェーンが取り付け易くなりま　
　す。

◇フライホイールを固定してカムスプ
　ロケットボルトを２本締め付ける。
　締め付けトルク
　　９Ｎ・ｍ（０．９ｋｇｆ・ｍ）

◇チェンジペダルシャフトの横に先
　程外したボルトを取り付け、締め
　付ける。
　締め付けトルク
　　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

～取　り　付　け　要　領～

ストッパープレート

シリンダーヘッドプレート

３．カムスプロケットの取り付け
◇フライホイールのＴマークをクラン
　クケースの切り欠き部に合わせ、ピ
　ストンを圧縮上死点に合わせる。
◇カムスプロケットボルト穴をシリン
　ダーヘッドの切り欠き方向に向けた
　ときカム山がピストン側を向く様に
　カムシャフトをセットする。それが
　カムシャフトの圧縮上死点です。

２．シリンダーヘッド取り付け
◇シリンダーヘッド面とシリンダー　
　上面をシンナー等で脱脂する。
◇シリンダーキット内のノックピンを
　取り付けヘッドガスケットを取り付
　ける。

少しオイルが出てきますので締めた
後は拭き取って下さい。

◇カムスプロケットの‘Ｏ’マークを
　前方方向に向け、タイミングマーク
　をシリンダーヘッドカバー合わせ面
　に合わせ、各切り欠き部が合う様に
　カムチェーンをかけ、カムシャフト
　に取り付ける。

ガイドローラーボルト

サイドボルト

切り欠き

Ｔマーク

タイミング
　　マーク

４．スパークプラグ・油温セン
　　サ・Ｏ2センサの取り付け

◇プラグを取り付ける。
　締め付けトルク
　　１６Ｎ・ｍ（１．６ｋｇｆ・ｍ）

◇プラグキャップをプラグに取り付
　ける。
◇油温センサを取り付け、センサ　
　ガードを取り付ける。
※油温センサを取り付ける際、ネジ
　部にオイルを塗布し、新品のシー
　リングワッシャを使用する。
　締め付けトルク
　センサ：１４．５Ｎ・ｍ
　　　　　　　（１．５ｋｇｆ・ｍ）
　ガード：１０Ｎ・ｍ
　　　　　　　（１．０ｋｇｆ・ｍ）
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８．インレットパイプの取り付け

◇シリンダーヘッドとインレットパ

　イプを止めているボルト２本を取
　り付ける。
　締め付けトルク
　　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

◇Ｏ 2 センサーステー２つを取り付け

　る。
　締め付けトルク
　　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

７．マフラーの取り付け

◇マフラーキットの取り付け要領従い
　取り付ける。

６．シリンダーヘッドカバー

　　取り付け

◇シリンダーヘッドカバーとガスケッ
　トを取り付ける。
　締め付けトルク
　　１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）

５．バルブタイミング調整と
　　タペット隙間の調整
◇クランクシャフトを時計回りに２
　回転し、フライホイールのＴマー
　クとケースの切り欠き部とタイミ

　ングスプロケットマークが前方を
　向いた状態で合わせマークが合っ
　ているかを確認する。

◇ロッカーアームのタペットアジャス

　ティングスクリューを締め込んでい
　きタペットアジャスティングスク　
　リューとバルブステムエンドの間に
　シックネスゲージを入れて少し抵抗
　があるくらいで引き抜ける様に合わ
　せてタペットアジャスティングナッ
　トを締め付ける。
　締め付けトルク

　　９Ｎ・ｍ（０．９ｋｇｆ・ｍ）
　バルブクリアランス
　　ＩＮ側 ０．１０ｍｍ
　　ＥＸ側 ０．１２ｍｍ
　１４ｍｍボックスレンチ＆中ロング
　ジョイントでクランクを合わせる。
◇タペット調整後、反時計方向にフラ
　イホイールを２回転回した後でＴ　
　マークとＯマークタイミ　ングマー

　クを合わせる。
◇タペットすき間が変化していないか
　点検し、すき間が合っていればＯ　
　Ｋ、くるっている場合は調整する。
　この作業を合うまで繰り返して下さ
　い。

タイミング
　　マーク

切り欠き

Ｔマーク

◇Ｏ2センサを取り付け、カプラを取

　り付ける。
　締め付けトルク
　　２４．５Ｎ・ｍ
　　　　　　　（２．５ｋｇｆ・ｍ）

カプラ
Ｏ2センサ

バルブクリアランス
（インテーク側）

バルブクリアランス
（エキゾースト側）

アジャストスクリュー

シックネスゲージ
バルブステム

インシュレーター

●モンキー（ＦＩ）の場合
◇ホーンステー、左右のフロントカ
　バーステーを取り付ける。

●スーパーカブ５０（ＦＩ）　
　リトルカブ５０（ＦＩ）の場
　合
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◇チェンジペダルを取り付ける。

　締め付けトルク
　　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）
　
◇エンジンやマフラー、インレット
　パイプ等、今まで付けたボルト類
　に緩みが無いか確認する。

９．ホールキャップの取り付け

◇Ａ、Ｂの２つを取り付け、締め付
　けます。
　締め付けトルク　
　　Ａ　１．５Ｎ・ｍ
　　　　　　（０．１５ｋｇｆ・ｍ）

　　Ｂ　３Ｎ・ｍ
　　　　　　（０．３ｋｇｆ・ｍ）

１０．Ｆ．Ｉ．コントローラーの
　　　取り付け

◇Ｆ．Ｉ．コントローラーの取り付け要
　領に従い、コントローラーを取り
　付ける。

Ａ

Ｂ

◇シリンダーヘッドとインレットパ

　イプを止めているボルト２本を取
　り付ける。
　締め付けトルク
　　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）
※スーパーカブ５０（ＦＩ）、リトル
　カブ５０（ＦＩ）の場合インシュ
　レーターは不要です。

モンキー（ＦＩ）

スーパーカブ５０（ＦＩ）　　
リトルカブ５０（ＦＩ）

Ａ

Ｂ
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項目 標準 使用限度 備考
バルブクリアランス　ＩＮ ０.１０±０.０２ｍｍ
　　　　　　　　　　ＥＸ ０.１２±０.０２ｍｍ
シリンダーヘッド歪み ０.０５ｍｍ 交換
バルブロッカーアームの内径　ＩＮ １０.０００～１０.０１５ｍｍ １０.０１９ｍｍ 交換
　　　　　　　　　　　　　　ＥＸ １０.０００～１０.０１５ｍｍ １０.０１７ｍｍ 交換
ロッカーアームシャフト外径　ＩＮ ９.９７２～９.９８７ｍｍ ９.９６８ｍｍ 交換
　　　　　　　　　　　　　　ＥＸ ９.９７２～９.９８７ｍｍ ９.９７０ｍｍ 交換
ロッカーアームとシャフトの隙間　ＩＮ／ＥＸ ０.０１３～０.０４３ｍｍ ０.０５ｍｍ 交換
バルブガイド内径　ＩＮ／ＥＸ ガイド交換又はヘッド交換
バルブステム外径　ＩＮ ４.４２ｍｍ 交換
　　　　　　　　　ＥＸ ４.４０ｍｍ 交換
バルブステムとガイドの隙間　ＩＮ ０.０１～０.０３７ｍｍ ０.０９ｍｍ
　　　　　　　　　　　　　　ＥＸ ０.０２５～０.０６０ｍｍ ０.１２ｍｍ
バルブシート当たり幅　ＩＮ １.５ｍｍ 修正又はヘッド交換
　　　　　　　　　　　ＥＸ １.７ｍｍ 修正又はヘッド交換
バルブスプリング自由長 ３０.５ｍｍ 交換
バルブスプリングリテーナー　ＩＮ／ＥＸ 損傷 交換

インスペクション／マニュアル

このシリンダーマニュアルは基本的な技能や知識を持った人を対象としておりますので、技術、知識の無い方は作業を行わないで下さい。

　警告

○トルクの単位記述

　１ｋｇｆ・ｍ＝９．８０６６５Ｎ・ｍ（ニュートンメートル）

○モリブデン溶液→マーク

　モリブデングリースとエンジンオイル１：１の割合で混合して作る。
∴モリブデン溶液塗布指示部には、モリブデン溶液、又は、アッセンブリ―ペーストを塗布すること。

M O - O I L

○オーバーホール毎交換品→マーク
　分解毎に新品と交換する必要のある部品を示すので、必ず交換すること。

N E W

○アルミスペシャル（耐熱潤滑ペースト）→マーク
・アルミスペシャル＝耐熱潤滑ペースト、高温、重荷重のカジリ、溶着を防止するグリース。

　（用途、スパークプラグ、エキゾーストマニホールド等高温部に効果的）
☆指示無き部分には塗布しないこと。

A L - S P L

シリンダーヘッド整備諸元表

（ヘッドＮＯ．ＩＲＳ―０００９７～）
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○バルブコッタを外す。
　コッタが外れにくい時は、磁石を使用して外す。

○バルブスプリングコンプレッサーを外し、以下の部品

　を取り外す。
　・バルブスプリングリテーナー

　・バルブスプリング（インナー／アウター）

　・バルブ

○バルブの分解

　バルブスプリングコンプレッサーを使用して、バルブ
　スプリングを圧縮する。

○各バルブの曲がり、焼き付き、損傷を点検する。

　バルブステムの外径のガイド摺動面をマイクロメー　
　ターで測定する。

　使用限度　ＩＮ：４．４２ｍｍ　　ＥＸ：４．４０ｍｍ

　曲がり、キズ、損傷のある物は交換する。

○バルブスプリングリテーナーの点検

　バルブスプリングリテーナーの各部の損傷を確認す　

　る。
　損傷のある場合、交換する。

○バルブシートの点検

　・シリンダーヘッド燃焼室及びバルブのカーボン堆積
　　物を取り除く。

　・バルブフェースに光明丹をオイル等で溶かし、均一

　　に薄く塗布する。
　・バルブたこを使用して、バルブを軽く１回打ち、回

　　転させる。

　・バルブフェースに付着した光明丹を拭き取り、バル
　　ブたこを使用してバルブを回さずに軽く１回打ち、

　　当たり面を確認する。

インスペクション／マニュアル （ヘッドＮＯ．ＩＲＳ―０００９７～）

　注意：必要以上バルブスプリングを圧縮しないこと。

∴専用工具：バルブスプリングコンプレッサー　　　

　　　　　　　　　　　　　品番００－０１－０７

　　　　　　バルブスプリングコンプレッサーＳＥＴ　
　　　　　　　　　　　　　品番００－０１－１００５

スプリングの
当たり面を
確認する

コッター当たり面
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　・バルブシートに傷がある場合は、シートを修正する。

　・当たり幅が広い、狭い、高い、又は低い場合は、シー
　　トを修正する。

　・修正は、内然機関専門店又は、当社まで依頼する。

シートの傷 バルブの倒れ

当たりが低い 当たりが高い

○ロッカーアームの点検

　・ロッカーアームの傷、損傷、詰まりを点検する。
　・ロッカーアームの内径を測定する。

　　∴ＩＮ：１０．０１９ｍｍ　

　　　ＥＸ：１０．０１７ｍｍ　以上交換

○ロッカーアームシャフトの点検
　・ロッカーアームシャフトの曲がり、傷、損傷を点検

　　する。

　・ロッカーアームシャフトの外径を測定する。
　　∴ＩＮ：９．９６８ｍｍ

　　　ＥＸ：９．９７０ｍｍ　以下交換
　・ロッカーアームとロッカーアームシャフトの隙間を

　　計算する。

　　∴０．０５ｍｍ以上交換

○シリンダーヘッドの点検

　・スパークプラグ穴、バルブ穴付近の亀裂を確認す　
　　る。

　　シリンダーヘッドの歪みをストレートエッジとシッ

　　クネスゲージで点検する。

　　使用限度：０．０５ｍｍ以上交換

○バルブガイドの点検

・バルブガイド内径を測定する。
　使用限度　ＩＮ：４．５６ｍｍ　　ＥＸ：４．５７ｍｍ

・キズ、損傷のある物はバルブガイド交換又は、シリン

　ダーヘッドを交換する。

　各バルブガイド内径からバルブステム外径引いた値が

　ガイド隙間である。
　使用限度　ＩＮ：０．０９ｍｍ　　ＥＸ：０．１２ｍｍ

インスペクション／マニュアル （ヘッドＮＯ．ＩＲＳ―０００９７～）
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○バルブ組み立て

　・シリンダーヘッドを洗浄する。
　・バルブスプリングシート、新品のバルブステムシー

　　ルを取り付ける。

　・バルブステム摺動面にモリブデン溶液を塗布し、
　　ステムシールが損傷しない様ゆっくり回しながら

　　バルブをバルブガイドに差し込む。

バルブ

バルブスプリング

スプリングシート

バルブスプリング
　　　リテーナー

バルブスプリング

スプリングシート

バルブ

ステムシール N E W

MO-OIL

ステムシール N E W

MO-OIL

バルブスプリング
　　　リテーナー

バルブ
　コッタ

バルブ
　コッタ

　・バルブスプリングのピッチの小さい方を燃焼室側に

　　向けて、バルブスプリングを取り付ける。

小さい
燃焼室

　・バルブスプリングコンプレッサーを使用してバルブ

　　スプリングを圧縮し、バルブコッタに少量のグリス
　　を塗布しバルブコッタを取り付ける。

　・バルブステム先端を軽く２～３回たたき、バルブと

　　コッタのなじみを良くする。

○カムシャフトを点検

　・カムシャフトの傷、ひび割れ、損傷を点検する。
　・各カム山を点検する。

　・カムシャフトのベアリングを点検する。

　　ベアリングのアウターレースを指で回し、滑らかに
　　回らない、アウターレースにガタがある場合、カム

　　シャフトを交換する。

傷、ひび割れ、損傷点検

ベアリング点検

○バルブスプリングの点検

　・バルブスプリングの傷、損傷を点検する。

　・バルブスプリングの自由長を測定する。
　　∴アウター：３０．５ｍｍ以下交換

インスペクション／マニュアル （ヘッドＮＯ．ＩＲＳ―０００９７～）
３

０
．５

ｍ
ｍ

以
下

交
換

　注意：必ずピッチの小さい方を燃焼室側に向けること。

　注意：バルブを損傷しない様、注意すること。

　注意：必要以上バルブスプリングを圧縮しないこと。
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この度は、当社製品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。
このカムシャフトは、Ｒステージのパワーを最大限に引き出すための専用のカムシャフトです。
ご使用につきましては、説明書をよくお読みになって、指示を必ず守りご理解した上でご使用下さい。

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて頂
　きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象とな
　りません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

CAM SHAFT 取扱説明書

～商　品　内　容～

 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を使用して行って下さい。
　　（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・タコメーターを必ず使用し、指定回転数以下でご使用下さい。
　　（オーバーレブは、エンジンに悪影響を与えるだけでなくエンジン破損の原因となります。）
 ・点検、整備は、定期的に行って下さい。
　　（点検、整備を怠るとエンジン破損の原因につながります。）
 ・点検、整備を行った際、損傷部品があれば、必ず損傷部品の交換をして下さい。

　　（損傷部品の使用を続けると、エンジン破損の原因につながります。）

注意 下記内容を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。
　　（そのまま、走行すると事故につながる恐れがあります。）
 ・エンジンを運転する場合は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では行わないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、エンジンを安定させ、安全に作業を行って下さい。
　　（不安定な状態での作業は、エンジン等が倒れてケガをする恐れがあります。）

　警告 下記内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

品　　名 個数
カムシャフトＣＯＭＰ． １

商品番号：０１―０８―０１２７ （Ｆ―１０）

※０１―０３―７００８ Ｒステージヘッド専用。
　ノーマルエンジンには取り付け出来ません。
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～取　り　付　け　要　領～
○クランクケース左カバー取り外す

◇Ａ、Ｂの２つを反時計回りに回して外す。

◇フライホイールのＴマークとカムスプロケッ
　トのＯマークを前方に向け、タイミングマー
　クをシリンダーヘッド側面に合わせ、各切り
　欠きに合う様にフライホイールを反時計方向
　に回転させて合わせる。

○カムスプロケットを取り外す

◇チェンジペダルシャフトの横にある６角ボル

　トを取り外す。
　（カムチェーンテンショナーが緩むのでカム　
　チェーンが取り付け易くなります。

◇フライホイールを固定しカムスプロケット６角
　ボルト２個を反時計方向に回し取り外す。

◇カムスプロケットをカムシャフトから外す。
◇カムチェーンをカムスプロケットから外してカ
　ムスプロケットを取り出す。
◇カムシャフトの中心部にはまっているノックピ
　ンを外す。

　（ノックピンは再使用する。）

◇シリンダーヘッドよりストッパープレート、　　
　ロッカーアーム、ロッカーアームシャフトを取

　り外す。

◇キットのカムシャフトを取り付ける。
　カムシャフト・カムシャフトベアリングにき
　れいなエンジンオイルを塗布する。入りにく
　くてもハンマー等でたたかず手で入れる。
◇ノーマルカムに付いていたノックピンをキッ
　トのカムに取り付ける。

◇取り外したロッカーアーム、ロッカーアーム
　シャフト、ストッパープレートを取り付ける。
　ストッパープレートボルト
　１２Ｎ・ｍ（１．２ｋｇｆ・ｍ）
※ロッカーアームシャフトがロッカーアームに
　取り付け出来ない場合は、ロッカーアームの
　アジャスティングスクリューを緩める。

○カムスプロケットの取り付け

◇フライホイールのＴマークをクランクケース
　の切り欠き部に合わせ、ピストンを圧縮上死
　点に合わせる。
◇カムスプロケットボルト穴をシリンダーヘッ
　ドの切り欠き方向に向けたときカム山がピス

　トン側を向く様にカムシャフトをセットする。
　それがカムシャフトの圧縮上死点です。

◇カムスプロケットの‘Ｏ’マークを前方方向に
　向け、タイミングマークをシリンダーヘッド
　カバー合わせ面に合わせ、カムチェーンをか
　ける。

Ａ

Ｂ

タイミング
　　マーク

切り欠き

Ｔマーク

少しオイルが出てきますので締めた後は拭き
取って下さい。

ストッパープレート

ロッカーアーム
ロッカーアーム
　　　シャフト

切り欠き

Ｔマーク

タイミング
　　マーク
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〒５８４－００６９　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

TEL ０７２１－２５－１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　　　　　０７２１―２５―８８５７
URL http://www.takegawa.co.jp

◇フライホイールを固定してカムスプロケット

　ボルトを２本締め付ける。
　締め付けトルク
　　　　　　　９Ｎ・ｍ（０．９ｋｇｆ・ｍ）

◇チェンジペダルシャフトの横に先程外したボ
　ルトを取り付け、締め付ける。

　締め付けトルク
　　　　　　１０Ｎ・ｍ（１．０ｋｇｆ・ｍ）

○バルブタイミング調整とタペット隙間の調整

◇クランクシャフトを時計回りに２回転し、フ
　ライホイールのＴマークとケースの切り欠き
　部とタイミングスプロケットマークが前方を
　向いた状態で合わせマークが合っているかを
　確認する。

◇ロッカーアームのタペットアジャスティングス

　クリューを締め込んでいき、タペットアジャス
　ティングスクリューとバルブステムエンドの間
　にシックネスゲージを入れて少し抵抗がある　
　くらいで引き抜ける様に合わせてタペットア　
　ジャスティングナットを締め付ける。
　ＩＮ側 ０．１０ｍｍ
　ＥＸ側 ０．１２ｍｍ
　１４ｍｍボックスレンチ＆中ロングジョイント

　でクランクを合わせる。
◇タペット調整後、反時計方向にフライホイール
　を２回転回した後でＴマークとＯマークタイミ
　ングマークを合わせる。
◇タペットすき間が変化していないか点検し、す
　き間が合っていればＯＫ、くるっている場合は
　調整する。この作業を合うまで繰り返して下さ
　い。

バルブクリアランス
（インテーク側）

バルブクリアランス
（エキゾースト側）

アジャストスクリュー

シックネス
ゲージ

バルブステム

タイミング
　　マーク

切り欠き

Ｔマーク
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・このたびは、弊社商品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎このパーツはクローズド競技用として開発した商品ですので、一般公道では使用しないで下さい。一般公道で使用する場合は、必ず道路運送車両法

　の保安基準を充たし、遵法運転を心掛けて下さい。
　（道路運送車両法の保安基準を充たさない車両で公道を走行すると、違反となり運転者が罰せられます。）
◎当製品は、上記適応車種、フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎取り付けの際には、工具等を準備し、取付け要領に従って十分注意して作業を行って下さい。尚、この取扱説明書やホンダ純正サービスマニュアル
　は基本的な技能や知識を持った方を対象としております。取り付け等の経験の無い方、工具等の準備が不十分な方は、技術的信用のある専門店へご
　依頼されることをお勧め致します。
◎ボルト、ナット、ノックピンは再使用しますが、摩耗、損傷が激しいものは再使用せず、必ず新品のものをご使用下さい。
◎燃料は必ず無鉛ハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。
◎この製品を取り付け、原付免許、原付登録のまま一般公道を走行されると違反となり、運転者ご本人が罰せられる対象となります。一般公道を走行

　される場合は、小型２輪以上の免許を取得し、必ず市町村の役所もしくは市税事務所で原付２種への変更（注：登録手順は各市町村により異なり、当
　説明書が必要な場合があります。）を行い、道路運送車両法の保安基準を充たし、強制賠償保険等の排気量変更の申請を行って下さい。
◎レース等でご使用の場合は、いかなる場合もクレームは一切お受け出来ません。ご了承下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

おことわり

イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

使用燃料についてのご注意
ノーマルに比べて高圧縮比となるように設定しておりますので、燃料は必ずハイオクタン価ガソリンを使用して下さい。レギュラーガソリンを使用
すると、異常燃焼を起こして本来の性能を発揮しない上に、ピストンが壊れて重大な故障を起こす可能性があります。
ＫＩＴ取り付け前に燃料タンクに残っていたガソリンにも注意して下さい。レギュラーガソリンが残っている場合は、必ずハイオクタン価ガソリン
と入れ替えて下さい。

急発進・急加速についてのご注意

空ぶかし、急加速、急激なエンジンブレーキはエンジンに高負荷がかかります。最悪の場合はクランクシャフトが破損し、エンジンを壊してしまう
恐れがありますのでご注意下さい。

商品についてのご注意

この商品は上記適応車種に対応したシリンダーキットです。それ以外のシリンダーヘッドには取り付け出来ません。

 ・このパーツはクローズド競技用として開発した商品ですので、一般公道では使用しないで下さい。一般公道で使用する場合は、必ず道路運送車両
　 法の保安基準を充たし、遵法運転を心掛けて下さい。
　（道路運送車両法の保安基準を充たさない車両で公道を走行すると、違反となり運転者が罰せられます。）
 ・作業を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　

 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　 （部品の脱落の原因となります。）
　 ※シリンダーヘッドは、必ず指定トルクで増し締めを行って下さい。
 ・ガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。また、再使用する部品については、よく点検し摩耗や損傷がある場合は、必ず新品
　 部品と交換して下さい。

注意 この内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

（８８ｃｃ）取扱説明書

シリンダーはセラミックメッキシリンダーを採用。
ピストンにはＭｏ（モリブデン）コートを施しています。

また、オイル取り出しが可能なボスが付いており、シリンダーのオイル
ラインよりオイルの取り出しが可能です。 適応車種及びフレーム番号

　Ｍｏｎｋｅｙ（ＦＩ）：ＡＢ２７―１９００００１～

　（Ｒ―Ｓｔａｇｅ装着車用）

商品番号 ：０１―０４―７００３（シリンダーキット）

：０１―０２―７００２（ピストンキット）
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◎性能、デザイン、価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は、交換させて
　頂きます。正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいますよう、お願い致します。

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来ない場合も
　あります。あらかじめご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注　文下さいます様
　お願い致します。

～商　品　内　容～

 ・エンジンを始動させての点検は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　 （一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を確実に安定させ、安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　 （不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。

　 （そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・ガソリンは、非常に引火しやすい為、一切の火気を避け燃えやすい物が回りに無い事を確認して下さい。又、気化したガソリンの滞留は、爆発等
　 の危険性がある為、通気の良い場所で作業を行って下さい。

　警告 この内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

８ ９

１０

〒５８４－００６９　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

TEL ０７２１－２５－１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　　　　　０７２１―２５―８８５７
URL http://www.takegawa.co.jp

６ ７

０１―１３―８００９５

００―０７―００７２

５―Ａ

５―Ｂ

１ ２

３
４

０１―０２―７００２

番号 部　品　名 個数 リペア品番 　数
１３１０１―ＩＲＳ―Ｔ００Ｒ １
１３１０１―ＩＲＳ―Ｔ００Ｙ １
１３１０１―ＩＲＳ―Ｔ００Ｂ １

２ ピストンリング １ １３０１１―１８１―Ｔ１０ １
３ ピストンピン １ ００―０１―００９１（クリップ付） １set
４ ピストンピンサークリップ ２ ００―０１―０００３ ６
５ シリンダーＡＳＳＹ． １ １２１００―ＧＢＪ―Ｔ０１ １

５―Ａ オイルプラグボルト ２ ９０１４５―ＧＥＹ―Ｔ００ １
５―Ｂ シーリングワッシャ　１０ｍｍ ２ ００―０７―００１０ １０

６ シリンダーヘッドガスケット １
７ シリンダーガスケット １
８ フランジボルト　６×２５ １ ００―００―０１１５ ５
９ ノックピン　８×１４ ４ ００―００―０１９４ ２

１０ 原付２種マークセット １

０１―１３―８００９ １set

１ ピストン（Ｍｏコーティング） １

入
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ｏサービスマニュアルに従いクランクケースを組み立てます。

～取　り　付　け　要　領～

　　注意：トルクレンチを必ず用意し、確実に規定トルクを守り作業を行う事。
　　警告：技術、知識の無い方は、作業を行わない事。

○ エンジン脱着、クランクケース分割等の作業が必要となる商品がありま

　す。ホンダ純正サービスマニュアルを必ず参照し、確実に作業を行なっ
　て下さい。
○サービスマニュアルに従い、エンジンをフレームから取り外し、エンジ
　ンを分解します。
○クランクケースをボーリング加工する必要は無いですが、クランクケー
　スの個体差でシリンダースリーブと干渉してしまう可能性があるので、　
　クランクケースを修正します。

о各部品の点検を行います。
　注意：各部の点検、消耗品の確認交換は確実に行う事。

　・コンロッド小端部の内径を測定する。
　　∴１３．１０ｍｍ以上交換

　・コンロッド大端部軸方向隙間を測定する。
　　∴０．４５ｍｍ以上交換

　・コンロッド大端部軸直角２方向のガタを測定する。
　　∴０．０１２ｍｍ以上交換

　・クランクシャフトのジャーナルベアリングのガタを測定する。

　　∴軸方向：０．１０ｍｍ以上交換
　　　軸受け方向：０．０５ｍｍ以上交換

　・クランクシャフトの振れを測定する。
　　∴０．０３ｍｍ以上交換

点検項目

Ｙ

Ｘ

２６ｍｍ ３０ｍｍ

右クランクケース 左クランクケース

ガスケット 修正後ガスケット 修正後
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～シリンダー取り付け要領～

○シリンダーヘッドを取扱説明書
　に従い取り付けます。

◇キット付属のフランジボルト６×２５を取り
　付け、仮締めする。

◇カムチェーンを引っ張りながらガイドロー　
　ラーを付ける。
◇シリンダーのガイドローラーボルト穴にガイ
　ドローラーのセンターが合う様に押し込む。

◇ガイドローラーボルトを取り付け、仮締めす
　る。

◇詰めていたウエスを取り外す。

◇コンロッドとピストンにピストンピンを通す。

２．シリンダーの取り付け

◇シリンダーガスケット面のシリンダー側とクラン
　クケース側を脱脂する。

◇シリンダーガスケットを取り付ける。

◇キット内のノックピン８×１４を取り付ける。

◇キットのシリンダー内にエンジンオイルを塗

　布し指で均等に塗り広げる。

◇シリンダーをピストンリングの合い口がずれ
　ない様にしながら指で押し少しずつはめる。

◇リングがシリンダーに入ったらカムチェーン
　をシリンダーに通しシリンダーをクランク　
　ケースにはめる。

◇エキスパンダーを入れる。

◇下サイドレールを入れる。

◇上サイドレールを入れる。

◇セカンドリング・トップリングを入れる。

◇コンロッドのピストンピン部にモリブデン溶液を

　塗る。

◇ピストンヘッド“ＩＮ”マークを上（インテーク

　側）になるようにしてピストンを取り付ける。

◇ピンボス部にモリブデン溶液を塗布する。

◇リング溝にエンジンオイルを塗布する。１．ピストンを組み付ける
◇ピストンの片側に付属のピストンピンサーク

　リップをサークリップ溝にきっちりはめ込む。

　この時、サークリップの合い口は切り欠き部
　を避けて取り付ける。

◇ピストンサークリップは左側を先にはめ込み
　ます。

◇ピストンリング溝にオイルを塗布し、図を参

　考にして印字マークを上側にピストンリング
　を取り付け、合い口を合わせます。

トップリングの上面及びセカ
ンドリングの上面には印字
マークがあります。

トップリング

エキスパンダー

セカンドリング

120°

サイドレール

120°

120°

60°60°

Ｉ
Ｎ

“ＩＮマーク”

トップリング

セカンドリング

エキスパンダー

サイド
　レール

◇付属のピストンピンサークリップをサークリップ
　溝に、はめ込む。

◇ピストンピンサークリップの合い口は、ピストン

　ピン穴の切り欠き部を避け、ピストンに対して上
　下方向に合わせる。

ピストン

ピストン穴切り欠き
サークリップの合い口

◇ピストンピンサークリップの合い口は、ピス

　トンピン穴の切り欠き部を避け、ピストンに

　対して上下方向に合わせる。

◇ピストンリング部及び、ピストンピン部をエ
　アブローし、異物の噛み込みが無い事を確認

　する。

M O - O I L

M O - O I L

O I L

※リング側面にシルバー色コーティングがある

　方がトップリングです。
　間違わない様に取り付けて下さい。

サイドレール

トップリング

セカンドリング

エキスパンダー

ピストン

断面に注意！！

シルバー色
コーティング
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シリンダー、ピストン整備諸元表

○トルクの単位記述
　１ｋｇｆ・ｍ＝９．８０６６５Ｎ・ｍ（ニュートンメートル）

○モリブデン溶液→マーク
　モリブデングリースとエンジンオイル１：１の割合で混合して作る。
∴モリブデン溶液塗布指示部には、モリブデン溶液、又は、アッセンブリ―ペーストを塗布すること。

M O - O I L

○オーバーホール毎交換品→マーク
　分解毎に新品と交換する必要のある部品を示すので、必ず交換すること。

N E W

オーナーズ／マニュアル

このシリンダーマニュアルは基本的な技能や知識を持った人を対象としておりますので、技術、知識の無い方は作業を行わないで下さい。

　警告

○エンジンオイル→マーク
∴指示部にはエンジンオイルを塗布すること。

O I L

標準 使用限度 備考
シリンダー 歪み ０.０５ｍｍ 交換

内径 　φ５２ ５２.０００～５２.０１５ｍｍ ５２.０５ｍｍ 交換
ピストン 外径（スカート下端より７ｍｍ） 　φ５２ ５１.９８０～５２.０００ｍｍ ５１.９６ｍｍ 交換

ピン穴内径 １３.００２～１３.００８ｍｍ １３.０３ｍｍ 交換
１２.９９４～１３.０００ｍｍ １２.９８ｍｍ 交換

　ＴＯＰ ０.１５～０.３８ｍｍ ０.５０ｍｍ 交換
　２ＮＤ ０.２０～０.４５ｍｍ ０.５０ｍｍ 交換
　ＯＩＬ ０.２０～０.７０ｍｍ ０.９０ｍｍ 交換
　φ５２ ０.０６ｍｍ 交換

０.００２～０.０１４ｍｍ ０.０５ｍｍ 交換ピストンとピンの隙間

項目

ピストンピン外径
ピストンリング合口隙間

シリンダーとピストンの隙間

品番 ボアストローク 排気量 圧縮比
０１―０４―７００２ ５２×４１.４ ８８ｃｍ １２.０3

仕様諸元表
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ＩＮ

Ｘ

Ｙ
ＥＸ

上

中

下

●シリンダーの点検

オーナーズ／マニュアル
●ピストンの点検

　・シリンダーの内面の摩耗、損傷を点検する。

　・ピストンピン方向とその直角軸方向（Ｘ－Ｙ方向）

　　に、上、中、下段の６ヶ所でシリンダー内径を測定
　　し、記録する。

　　最大測定値を内径値とする。

　　∴５２．０５ｍｍ以上交換
　　　シリンダーとピストンの隙間を計算して求める。

・シリンダーの上面のキズ、損傷を点検する。

・シリンダーの上面の歪みをストレートエッジ及びシッ

　クネスゲージで点検する。
　∴使用限度：０．０５ｍｍ以上交換

　・ピストンからカーボンの汚れを取り除く。
　・ピストンにピストンリングを取り付け、ピストン
　　リングをリング溝に押し込んだ状態で、ピストンリ
　　ングと、リング溝のクリアランスをシックスネゲー
　　ジで測定する。
　　∴０．１７ｍｍ以上交換

　・ピストンの外傷を点検する。
　・ピストン穴に対し、直角の方向でピストンスカート
　　下端から指定の位置でピストンの外径を測定する。
　　∴φ５２－５１．９６ｍｍ以下交換
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●ピストンリングの点検

　・ピストンとピストンピンの隙間を計算して求める。

　・ピストン頭部でピストンリングを下部に水平に取り

　　付け、合い口のクリアランスをシックネスゲージで
　　測定する。

　　∴ＴＯＰ、２ＮＤ－０．５ｍｍ以上交換　

　　　ＯＩＬ－０．９ｍｍ以上交換

オーナーズ／マニュアル

・ピストンピン穴の内径を測定する。

　∴１３．０３ｍｍ以上交換

・ピストンピンの外径を測定する。

　∴ピストンピン使用限度：１２．９８ｍｍ以下交換

●補足
・ピストン単品を新品に交換する場合、ピストン頂面に

　品番が打刻してある。その打刻Ｎｏ．によりピストン
　を注文することが出来る。

・ピストン頂面に付着したカーボンを取り除き、ピスト

　ン頂面に打刻してある品番を確認する。

・頂面に打刻してある品番を注文する。

例１３１０１―ＩＲＳ―Ｔ００Ｒ
　１３１０１―ＩＲＳ―Ｔ００Ｙ
　１３１０１―ＩＲＳ―Ｔ００Ｂ
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・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて頂
　きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象とな
　りません。
　なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。あらかじめご了承下さい。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

～特　徴～

 ・一般公道では、法定速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）

注意 この内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・エンジンを始動させての点検は、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）

　警告 この内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

ＦＩリトルカブ５０

ＦＩスーパーカブ５０

商品番号： ０３－０５－００３０
適応車種及びフレーム番号

：ＡＡ０１―４０００００１～

：ＡＡ０１―１７００００１～

○ＦＩリトルカブ・ＦＩスーパーカブに当社製Ｒ－Ｓｔａｇｅシリンダーヘッドを取り付ける際に必要となる、ＦＩコンＰＬＵＳ と、大容量フュー
　エルインジェクタのセットです。
○内部に当社オリジナルの点火マップ及び燃料噴射マップを持つ事により、Ｒ－Ｓｔａｇｅヘッドが持つ性能をフルに引き出すことが出来ます。
○本体にロータリースイッチを３つ備えており、それぞれのスイッチにより、
　ＳＷ１：エンジンリミッター回転数の設定　（７０００ｒｐｍ～１６０００ｒｐｍの１６段階設定）
　ＳＷ２：エンジン仕様による、燃料噴射マップの設定
　ＳＷ３：選択したマップの補正　（－１０％～＋２０％の１６段階設定）
　といったセッティングが可能となります。

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により、事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎補修部品に付きましてはリペア品番にてお申し込み下さい。尚、不明な点がございましたらお買い求め販売店にお問い合わせ下さい。
◎取り付けの際には、工具等を準備し、取付け要領に従って十分注意して作業を行って下さい。
　尚、この取扱説明書やホンダ純正サービスマニュアルは、基本的な技能や知識を持った方を対象としております。
　取り付け等の経験の無い方、工具等の準備が不十分な方は、技術的信用のある専門店へ取り付け作業を依頼されることをお勧め致します。
◎レブリミッターは１２５００ｒｐｍ以上の設定も可能ですが、当社エンジンの許容回転数を超過する為、１２５００ｒｐｍ回転以上の設定を使用す
　る場合は、自己責任に於いてご使用下さい。

ＦＩリトルカブ・ＦＩスーパーカブ Ｒ－Ｓｔａｇｅ用
ＦＩコンＰＬＵＳ　取扱説明書
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番号 部　品　名 数量 リペア品番 　数
１ ＦＩコンＰＬＵＳ　Ａｓｓｙ． １
２ フューエルインジェクタ　ＡＳＳＹ． １ ００－００－０２７１ １
３ サブハーネス―２ＣＯＭＰ． １ ００―０５―００４２ １
４ リセプタクルキャップ（ギボシメス　スリーブ） ４
５ プラグキャップ（ギボシオス　スリーブ） ４
６ プラグ（ギボシオス端子） ４ ００－００－０２７０ ５set
７ リセプタクル（ギボシメス端子） ４
８ マジックテープセット １ ００－００－０１５０ １
９ タイラップ　２００ｍｍ ２ ００－００－０２６９ １０

１０ タイラップ　１５０ｍｍ ４ ００－００－０１３５ １０
１１ キャップ　φ１５.５ １ ００―００―０２８４ １
１２ キャップ　φ１８ １ ００―００―０２８５ １
１３ キャップ　φ１９ １ ００―００―０２８６ １
１４ キャップ　φ２５ １ ００―００―０２８７ １

～商　品　内　容～

～取　り　付　け　要　領～

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来ない場合もあります。
　あらかじめご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さいます様お願い致します。

本商品は、純正のＰＧＭ－ＦＩシステムが問題なく作動している事を前提
として開発されています。

ＰＧＭ－ＦＩシステム自体にトラブルや不調がある場合は、本商品を取り
付けても正しく作動しなかったり、性能が発揮できないばかりでなく、他
の箇所が故障する原因にもなりかねませんので、必ずＰＧＭ－ＦＩシステ
ムにトラブルが無い事を確認の上で、取り付け作業を行って下さい。

■はじめに

■純正部品の取り外し

入

１ ２

４

５

６７

８

９

１０
１１ １２

１３ １４

３

２．純正サービスマニュアルを参照し、下記作業を行います。
　・レッグシールドと右サイドカバーを取外します。
　・フューエルラインに掛かっている燃料圧力を抜きます。
　・バッテリーからマイナス端子のケーブルを外しておきます。

　・純正インジェクタのカプラカバーを外し、２Ｐカプラとボルトを２本
　　取外して、純正インジェクタをスロットルボディから取り外します。
　・シートとフューエルタンクを取り外します。

　　警告：ガソリンは、非常に引火しやすい為、一切の火気を避け燃えや

　　　　　すい物が回りに無い事を確認して下さい。又、気化したガソリ
　　　　　ンの滞留は、爆発等の危険性がある為、通気の良い場所で作業
　　　　　を行って下さい。
　　注意：フューエルラインのクイックコネクターは外しませんが、ホー
　　　　　スが折れ曲がらない様に作業して下さい。

インジェクタ ジョイント

１．水平で安全な場所で、センタースタンドを用いる等して車両を安定さ
　　せます
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ａ．小型のマイナスドライバー等を用いて、純正カプラからリテーナー
　　（グレーのプラスチック部品）を取り外します。

◆フューエルインジェクタカプラのコード入れ替え手順

ｂ．細い針状の物等を用いて、純正カプラ内部のターミナルを固定してい
　　るツメを少しだけ起こしながら、カプラからコードを１本ずつ引抜き
　　ます。
　　この時、コード側のリテーナとラバーシールは外す必要はありません。

ｃ．キット付属のサブハーネス－２ＣＯＭＰ．に接続したときに、同じ色の

　　コード同士が接続するようにカプラへコードを挿し込み直し、リテー
　　ナーを元通り押し込みます。

　　注意：ターミナルの上下向きを間違えると、カプラにターミナルが　
　　　　　入って行きません。上下向きを間違えない様に挿し込んで下さ
　　　　　い。

１．本キット付属のインジェクタの両端に付いているラバーキャップを外
　　し、Ｏリング部にエンジンオイルを塗布します。
　　取り外したラバーキャップは純正インジェクタに取り付け、車両を　
　　ノーマルに戻す際に使用出来るように保管しておいて下さい。

■ＦＩコンＰＬＵＳの取り付け

２．インジェクタを、純正インジェクタジョイントに取り付けます。
３．スロットルボディに、インジェクタを取り付け、ボルト２本を規定ト
　　ルクで締め付けます。
　　トルク：５．１Ｎ・ｍ（０．５２ｋｇｆ・ｍ）

インジェクタ ボルト

カプラカバー

４．ＦＩコンＰＬＵＳの取り付け・配線作業を行います。
　　まずは図を参照しながら各ハーネスを車両に這わせます。
　　尚、エンジンマウントボルトを一旦抜き取り、クランクケース上部と
　　フレームの間に、スロットルボディセンサカプラ・フューエルイン　
　　ジェクタカプラ・油温センサカプラの３本を通すと、ハーネスが外部
　　に露出しません。
　　注意：エンジンとフレームでハーネスを挟み込まない様に十分注意し
　　　　　て作業を行って下さい。

スロットルボディセンサ

カプラ（５Ｐ）
フューエルインジェクタ

カプラ（２Ｐ）

黒／青・桃／緑

青／緑

黒／青

白／黒
緑

桃／青

油温センサカプラ（２Ｐ）

黄／緑・緑／赤

３．純正ハーネスの、スロットルボディーセンサカプラ（５Ｐ）・油温セン

　　サカプラ（２Ｐ）・イグニッションコイルに接続されている桃／青ハー
　　ネスは使用しませんので、それぞれ接続を外します。

４．スロットルボディーセンサカプラ（５Ｐ）にキャップφ２５、油温セ
　　ンサカプラ（２Ｐ）にキャップφ１８を被せ、タイラップで固定する
　　などして、車両をノーマルに戻す際に使用出来るようにしておきます。
　　注意：使用しない配線類もノーマルに戻す際は必要になりますので、　
　　　　　切断しないで下さい。

５．取り外した純正ハーネスのフューエルインジェクタカプラから出てい
　　るコード色を確認します。
　　キット付属のサブハーネス－２ＣＯＭＰ．に接続したときにコードの色
　　が逆になっている場合は、下記手順に従ってコードの入れ替え作業を
　　行って下さい。
　　注意：コードの色が逆になったままではＦＩコンに電源が入りません
　　　　　ので、エンジンは始動しません。
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５．図中番号の順に、注釈を確認しながら作業を行って下さい。

①フレームアース
　右サイドカバー内、バッテリーの前側のリレーを一旦取り外します。

　リレーに隠れていたスクリューと、フレームアースコードを共締めし、　
　リレーを元通り取り付けます。

③純正フューエルインジェクタカプラ
　ＦＩコンＰＬＵＳ本体のフューエルインジェクタへ接続する２Ｐカプラ
　部分のギボシ端子に、キット付属のサブハーネス―２ＣＯＭＰ．を接続　
　し、サブハーネスのカプラを純正ハーネスのフューエルインジェクタカ
　プラに接続します。

④純正メインハーネス
　右サイドカバー内にて、純正ハーネスから純正ＥＣＵへ分岐している配
　線束がありますが、ギボシ端子を取り付け出来る様に、配線を束ねてい
　るビニールテープ等を切り開いて取り除きます。

⑤白／黒ハーネス
　純正ハーネスの白／黒ハーネスを切断し、純正ＥＣＵ側には何も接続し
　ませんので、ショート等しない様にビニールテープを巻くなどして絶縁
　しておきます。
　メインハーネス側にメスギボシ端子を取り付け、ＦＩコンＰＬＵＳの
　白／黒ハーネスと接続します。

⑥青／黄ハーネス
　純正ハーネスの青／黄ハーネスを切断し、純正ＥＣＵ側にオスギボシ端
　子を取り付け、メインハーネス側にメスギボシ端子を取り付け、
　ＦＩコンＰＬＵＳの青／黄ハーネスを両方とも接続します。

⑦黒／青ハーネス
　純正ハーネスの黒／青ハーネスを切断し、純正ＥＣＵ側にオスギボシ端
　子を取り付け、メインハーネス側にメスギボシ端子を取り付け、
　ＦＩコンＰＬＵＳの黒／青ハーネスを両方とも接続します。

⑧８Ｐｉｎ白コネクタ・黒ハーネス
　８Ｐｉｎ白コネクタと黒ハーネスは拡張端子の為、現在は何も接続しま
　せんが、絶対に切断しないで下さい。

⑨フューエルインジェクタ・スロットルボディセンサ・油温センサの各カ
　プラを、それぞれ確実に接続します。

②イグニッションコイル
　フューエルタンクの下部フレーム内にあります。
　純正の黒／青ハーネスは接続したまま、純正の桃／青ハーネスをＦＩ
　コンＰＬＵＳの桃／青ハーネスに差し替えます。

黒/青
黒/青

５Ｐカプラ(黒)

２Ｐカプラ(黒)

２Ｐカプラ(黒)

桃/緑

黒

純正ＥＣＵ

純正メインハーネス

８Pin白コネクタと、黒ハーネスは、
拡張端子の為、何も接続しませんが、
絶対に切断しないで下さい。

ＦＩコンＰＬＵＳ本体フレームアースポイントへ

イグニッションコイル

①

②

③

⑤

④

⑥ ⑦

⑧

サブハーネス - 2 Ｃｏｍｐ．

フューエル
インジェクタ

フューエルインジェクタへ

油温センサへ

スロットルボディセンサへ

青/黄

白/黒

純正フューエルインジェクタカプラ
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６．配線を接続し終わりましたら、間違いがないか確認してフューエルタ

　　ンクとシートを元通り組み付けます。
　　問題なければバッテリーマイナス端子のケーブルを接続します。
　　注意：フューエルタンクへの配管を接続するまでは、絶対にキーを
　　　　　ＯＮにしないで下さい。
　　　　　ガソリンがフューエルポンプから噴出する恐れがあります。
７．ＦＩコンＰＬＵＳ本体は、左サイドカバー内にキット付属のマジック
　　テープやタイラップを用いて固定して下さい。
　　注意：固定する際はなるべく雨等の水が掛かりにくい場所を選び、

　　　　　また水等がスイッチ内に浸入しにくい様に、ＦＩコンＰＬＵＳ
　　　　　本体のロータリースイッチが上（天）を向かない様に固定して
　　　　　下さい。

■動作確認

・車両に取り付けた初回や、スロットルの全閉位置を調整した場合等は、ス
　ロットルポジションセンサの全閉・全開位置を内部メモリに学習する作
　業が必要になります。
　下記手順に従って作業を行って下さい。
１．キーがＯＦＦになっている事を確認し、油温センサカプラをセンサか
　　ら外し、何も接続しない状態にします。
２．キーをＯＮにします。
３．エンジンチェックランプが点滅し続ける事を確認して下さい。
　　（約０．５秒点灯　約０．５秒消灯の繰り返し）
４．スロットルをゆっくりと全開にし、全開のまま１秒程度保持し、ゆっ
　　くりと全閉に戻します。
５．油温センサカプラをセンサに接続します。
６．エンジンチェックランプの点滅が止まり、消灯する事を確認して下さ
　　い。
７．キーを一度ＯＦＦにします。
８．以上の作業でスロットルポジションセンサの全閉・全開位置を学習し
　　ます。
　！ポイント！　学習した内容はバッテリーの接続を外しても消えません
　　　　　　　　ので、作業は基本的に初回のみですが、何らかの要因に
　　　　　　　　よりＦＩコンＰＬＵＳの作動が不安定に陥った場合、上
　　　　　　　　記学習作業を再度行う事でトラブルが解消される場合が
　　　　　　　　あります。

■初期設定（スロットルポジションセンサの学習）

・ＦＩコンＰＬＵＳはロータリースイッチを３個搭載しており、それぞれ
　リミッター回転数・マップの種類・マップの補正値を設定する事が出来
　ます。
　下記表を参照し、ご使用になるエンジン仕様に合わせて設定を行って下
　さい。

■ロータリースイッチの設定

ＳＷ１ ＳＷ２ ＳＷ３
設定 リミッター回転数の選択 マップの選択 燃料マップの補正量
0 　７０００ － ―１０％
1 　８０００ － 　―８％
2 　９０００ － 　―６％
3 １００００ － 　―４％
4 １０５００ － 　―２％
5 １１０００ ＣＮＲ１０ ０（基準）
6 １１５００ － 　＋２％
7 １２０００ － 　＋４％
8 １２５００ － 　＋６％
9 １３０００ － 　＋８％
Ａ １３５００ － ＋１０％
Ｂ １４０００ － ＋１２％
Ｃ １４５００ － ＋１４％
Ｄ １５０００ － ＋１６％
Ｅ １５５００ － ＋１８％
Ｆ １６０００ － ＋２０％

マップの種類－適応エンジン仕様
マップの種類 適応車種 適応スロットルボディ 適応エンジン仕様 適応カムシャフト

ＦＩ　スーパーカブ
ＦＩ　リトルカブ

ＣＮＲ１０ 純正 Ｒ－Ｓｔａｇｅ Ｆ－１０

　　注意１：１２５００ｒｐｍ以上の設定は、当社エンジンの許容回転数
　　　　　　を超える為、ご自身の責任に於いてご使用下さい。
　　　　　　オーバーレブによるトラブルは、一切クレームの対象となり
　　　　　　ませんのでご注意下さい。

　　注意２：マップの内容が[ － ]となっている物を選択した場合、５番
　　　　　　と同じ設定となります。

　　注意３：マップ補正量は、全域に反映されます。
　　　　　　特に減量側（マイナス側）の設定は、エンジン仕様によって
　　　　　　はトラブルの原因となりかねませんので、
　　　　　　Ａ／Ｆ計を取り付けた上で、慎重にご使用下さい。
　　　　　　エンジンセッティングに関する知識の無い方は使用しないよ
　　　　　　うにして下さい。

１．配線に問題がないか、一度イグニッションキーをＯＮにします。
　　キーをＯＮと同時に、下記動作が行われているか確認して下さい。
　・・エンジンチェックランプが１秒程度点灯して消える。
　・・フューエルポンプが２～３秒程度作動する。
　　注意：キーをＯＮにするだけで、エンジン始動はしないで下さい。

２．上記の通り作動している場合は、次の項目［初期設定］に進んで下さ
　　い。
　　上記の通り動作しない場合は、下記項目に従い点検を行って下さい。
　　問題が解決しなければエンジンは始動しません。

　・・キーＯＮでＦＩコンＰＬＵＳ本体の電源ＬＥＤ（緑色）が点灯しな
　　　い場合。
　　　→　純正インジェクタカプラのコードの入れ替えが正しく行われて

　　　　　いるか確認する。
　　　→　フレームアースが確実に接続されているか確認する。
　　　→　バッテリー電圧が正常か確認する。
　　　→　ヒューズが切れていないか確認する。

　・・エンジンチェックランプが点滅し続ける場合
　　　→　白／黒の配線が、切断したメインハーネス側に正しく接続され
　　　　　ているか確認する。
　　　→　油温センサーカプラが抜けていないか確認する。

　・・エンジンチェックランプが２回点滅する場合
　　　→　バッテリーの電圧が低い場合（約１１Ｖ以下）は、２回点滅し
　　　　　ます。
　　　　　バッテリーの状態を点検し、必要に応じて充電若しくは交換し
　　　　　て下さい。
　　　　　また、セル付き車の場合、バッテリー電圧が低い時はセル始動
　　　　　では始動が困難となりますので、キックで始動するか確認を　

　　　　　行って下さい。

　・・エンジンチェックランプが点灯しない場合
　　　→　白／黒の配線が、切断したメインハーネス側に正しく接続され
　　　　　ているか確認する。
　　　→　エンジンチェックランプが球切れしていないか確認する。

　・・フューエルポンプが動作しない場合
　　　→　燃料圧力を抜いた際に、フューエルポンプのカプラが外れたま

　　　　　まになっていないか確認する。
　　　→　純正のフューエルインジェクタコネクタを切断して接続してい
　　　　　る配線に、間違いが無いか確認する。
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１．ＩＡＣバルブの４Ｐ（黒）カプラが正しく接続されている事を確認し、
　　キーをＯＮにすると、数秒間ＩＡＣバルブの作動音がします。

■ＩＡＣバルブについて

４Ｐカプラ

５Ｐカプラ

■始動確認

１．スロットルボディのドラムカバーを固定しているスクリュー２本を取
　　外し、カバーを取り外します。

■アイドリング調整

スクリュー

ドラムカバー

２．スロットルボディのストッパースクリュー（白色ペイントで固定され

　　ているスクリューとナット）を固定しているナットを緩め、スク　　
　　リューを１／８回転程度ずつ回転させ、ナットを締め付けます。
　　スクリューを締め込む方向に回転させるとアイドリング回転数は上が
　　り、スクリューを緩める方向に回転させるとアイドリング回転数は下
　　がります。
　　注意：マフラーやエンジン等で火傷をする恐れがありますので、作業
　　　　　は冷間時に行って下さい。

３．スロットルポジションセンサの学習作業を再度行います。
　　注意：ストッパースクリューを回転させてスロットルの全閉位置が変

　　　　　わった場合は、必ず毎回スロットルポジションセンサの学習作
　　　　　業を行って下さい。
４．エンジンを始動しアイドリング回転数を確認します。
　　規定アイドリング回転数になるまで、上記２～４の作業を繰り返して
　　調整を行ってください。
　　注意：ストッパースクリューを締め込み過ぎても、逆にアイドリング
　　　　　は安定しなくなります。
　　注意：走行後等にアイドリング回転数が高めになってしまう場合は、　

　　　　　アイドリング調整を行った時のエンジン暖機が不十分だった事
　　　　　が原因として考えられます。
　　　　　スクリューを緩める方向に回転させて、再度スロットルポジ　
　　　　　ションセンサの学習を行い、アイドリング回転数の確認を行っ
　　　　　て下さい。

２．作動音がしなくなったら、キーをＯＦＦにし、ＩＡＣバルブの４Ｐ（黒）
　　カプラの接続を外し、ＩＡＣバルブのカプラ部にキャップφ１５．５、
　　ハーネス側のカプラにキャップφ１９を被せて、カプラー開口部を塞
　　いでおきます。
　　注意：ＦＩコンＰＬＵＳ使用時は、ＩＡＣバルブを使用しませんが、何
　　　　　らかの理由により動作不調になった場合や、スロットルボディ
　　　　　を交換した場合等には、再度接続する必要がありますので、　　
　　　　　ハーネスは切除しないで下さい。
　　注意：ＦＩコンＰＬＵＳは、純正のＩＡＣバルブを利用せずアイドリ
　　　　　ング回転数を制御しますので、ＩＡＣバルブのカプラは外した
　　　　　ままで使用します。
　　　　　ＦＩコンＰＬＵＳ使用時に、ＩＡＣバルブを動作させるとアイ
　　　　　ドリングが不安定になったり、低くなりすぎたりします。

　　警告：エンジンを始動させての点検は、必ず換気の良い場所で行って
　　　　　下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下
　　　　　さい。
　　　　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）

１．ここではまず、ロータリースイッチの設定を
　　ＳＷ１…０／ＳＷ２…５／ＳＷ３…５と設定します。
２．キーをＯＮにし、フューエルポンプの作動音が止まればキーをＯＦＦ
　　にする作業を数回繰り返します。
　　（フューエルラインのガソリンが抜けている為、ガソリンを送り込みま
　　す。）
３．キーをＯＮにしエンジンを始動します。
　　注意：始動時はスロットルを全閉～微開にて行って下さい。
　　　　　スロットルを開けながら始動しようとしても、エンジンは始動
　　　　　しません。
４．エンジンが始動したら、エンジン油温が約７０℃以上になるまでしっ
　　かりと暖機します。
５．アイドリング回転数を確認します。
　　規定アイドリング回転数１８５０ｒｐｍ±５０ｒｐｍ
　　アイドリング回転数が規定から外れている場合は、アイドリング調整
　　の項目を参照し、調整を行って下さい。
　　注意：冷間時はアイドリング回転数を高く保つ制御をしています。　
　　　　　必ず暖機終了後に確認を行って下さい。

■外装の復旧

作業が終わりましたら、タイラップで適宜配線を固定し、組み付けの為に
取り外したレッグシールドなどの外装類を組み付けます。
　　注意：外装を取り付ける際に、配線類の挟み込み等が無い様に十分確
　　　　　認しながら組み付けを行って下さい。
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〒５８４－００６９　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号 TEL ０７２１－２５－１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９　URL http://www.takegawa.co.jp

お問い合わせ専用ダイヤル　　　　　０７２１―２５―８８５７

ＦＩコンＰＬＵＳ取り付け後、不具合をお感じになられましたら、まずは下記表から、該当する症状に応じた項目を点検して下さい。

●　トラブルシューティング　●

不具合症状 点検箇所
↓

対処方法

エンジンの組み付け自体に問題はありませんか？
↓

エンジンが正しく組み付けられているか、バルブタイミングやタペットクリアランスに問題が無いか
確認して下さい。

エンジンが始動しない

キーＯＮ時に、ＦＩコンＰＬＵＳ本体の緑ＬＥＤが点灯し、エンジンチェックランプが１秒程度点灯
した後、消灯していますか？

↓
■動作確認　の項目に従い、配線を点検して下さい。

エンジン組み付け後、初めての始動ですか？
↓

フューエルインジェクタを脱着している為、フューエルライン内にエアが残っている場合があります。
その為、初回始動時はエンジンが始動しにくい場合があります。

数回キック（セルでクランキング）してもエンジンが始動しない。
↓

一度キーをＯＦＦにし、再度キーをＯＮにしてから、始動してみて下さい。

スロットルを開けながら始動していませんか？
↓

ＦＩコンＰＬＵＳはクランキング時に発生する吸気負圧を制御に利用していますので、スロットルを

開けながら始動しても、エンジンは始動しません。必ず全閉～微開にて始動を行って下さい。

初期設定（スロットルポジションセンサの学習）を実施されましたか？
↓

初期設定を再度実施してみて下さい。アイドリング調整を行った場合も、毎回必ず実施して下さい。

マップ選択スイッチや、マップ補正スイッチが適正なセッティングになっていますか？
↓

スイッチの設定を再確認して下さい。特にマップ補正スイッチは５番が基準となっていますので、ご
注意下さい。

リミッター回転数の設定スイッチは問題ありませんか？

↓
ＳＷ１のリミッター回転数の選択次第では、７０００ｒｐｍからリミッターがかかります。選択され
ている設定に問題がないか確認して下さい。

アイドリングが持続せず、ストールする

ＩＡＣバルブの接続を、正しく外していますか？
↓

ＦＩコンＰＬＵＳは、純正のＩＡＣバルブのカプラを外したままで使用します。必ず、キーをＯＮに
し作動音がしなくなった位置でカプラの接続を外し、外したままでご使用下さい。

初期設定（スロットルポジションセンサの学習）を実施されましたか？
↓

初期設定を再度実施してみて下さい。アイドリング調整を行った場合も、毎回必ず実施して下さい。

スロットルを開けても回転が上がらない
／

アイドリングするが、スロットルを開け
るとストールする
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・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、スーパーカブ・リトルカブのＦＩ車専用です。
　スーパーカブ・リトルカブでもキャブレター車や、他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎ブローバイガス還元タイプの為、エンジンオイルなどによりフィルターが目詰まりし易いので、約１０００ｋｍ走行毎に点検を行い、目詰まりし
　た場合はフィルターを交換して下さい。
　そのまま使用された場合、性能低下につながりますのでご注意下さい。

◎補修部品に付きましてはリペア品番にてお申し込み下さい。尚、不明な点がございましたらお買い求め販売店にお問い合わせ下さい。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

商品番号：０３－０１－１１０７
適応車種及びフレーム番号

ＨＯＮＤＡ
　スーパーカブ（ＦＩ）　

　リトルカブ（ＦＩ）　

：ＡＡ０１－１７００００１～

：ＡＡ０１－４０００００１～

○スーパーカブ・リトルカブのＦＩ車専用に設計された形状により、純正スロットルボディにジャストフィットします。

～特　徴～

 ・一般公道では、法定速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。
　　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）
 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）
 ・このフィルターを取り付けての雨天走行は出来ません。（エンジン不調やトラブルの原因となります。）

注意 この内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）

 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・エンジンを始動させての点検は、必ず換気の良い場所で行ってください。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。
　　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）
 ・製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）

　警告 この内容を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて
　頂きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象
　となりません。
　なお、レース等でご使用の場合はいかなる場合もクレームは一切お受け致しません。あらかじめご了承下さい。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

スーパーカブ・リトルカブ（ＦＩ）
純正スロットルボディ用　エアフィルターキット　取扱説明書
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～商　品　内　容～

～取　り　付　け　要　領～

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、　

　受注出来ない場合もあります。あらかじめご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にて　
　ご注文下さいます様お願い致します。

１．水平で安全な場所で、センタースタンドやメンテナンススタンド等
　　を用いて車両を安定させます。
２．スクリュー・ナット類を取り外し、レッグシールドを取り外します。

●純正エアクリーナーケースの取り外し

３．スロットルケーブルをエアダクトの溝から取り外します。

４．クランクケースブリーザーホースの接続を外します。
５．スロットルボディ側のバンドスクリューを緩め、エアクリーナー　
　　ケースをフレームに固定しているボルト２本を取外し、エアクリー
　　ナーケースを車両から取り外します。

番号 部　品　名 数量 リペア品番 　数
１ エアフィルターＣｏｍｐ． １
２ フィルターパイプ １ ００－００－０２８０ １
３ クランプバンド １ ００－００－００１４ １
４ Ｌジョイント　１０ｍｍ １ ００－０３－０２０７ １
５ ブレードホース　５０ｍｍ １
６ ホースクランプ　φ１３.１ ２

００－００－００４９ １set

入

ボルト、フック
ボルト、ワッシャ

ナット、ワッシャ

レッグシールド

セットプレート

セットプレート

セットボルト、
ワッシャ

ボルト

溝

ケーブル

バンドスクリュー

ボルト

ホース

１ ２

４ ６

３

５
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●エアフィルターの取り付け

７．レッグシールドを取り外した逆手順で元通り組み付けます。

１．ご使用になる車両が、ノーマルエンジン（排気量が５０ｃｃ）の場

　　合は、必ずエアフィルターＣｏｍｐ．内にキット付属のフィルターパ
　　イプを下図の様に入れて下さい。
　　Ｓ－Ｓｔａｇｅ組み込み済み車両の場合は、フィルターパイプの取
　　り付けは不要です。
　　注意：ノーマルエンジンの場合は必ずフィルターパイプを取り付け
　　　　　て下さい。フィルターパイプ無しで取り付けられますと、エ
　　　　　ンジンに対して吸気効率が向上しすぎる為、空燃比が薄くな
　　　　　りすぎ、エンジンに損傷を及ぼす可能性があります。

２．エアフィルターＣｏｍｐ．のラバーにクランプバンドを通してから、
　　純正スロットルボディに取り付けます。
　　この時、フィルターキャップのＴＡＫＥＧＡＷＡロゴが水平になる
　　様にして下さい。
３．純正のクランクケースブリーザーホースに、キット付属のＬジョイ

　　ントを接続します。
　　この時、純正のホースクリップが取り付けられている事を確認して
　　下さい。
４．接続したＬジョイントに、ブレードホース５０ｍｍを接続し、ホー
　　スクランプを２個通します。
５．ブレードホース５０ｍｍをエアフィルターＣｏｍｐ．のホースユニオ
　　ンに接続します。
６．フィルターの角度やホース類の取り回しを確認し、フィルターとス
　　ロットルボディを固定しているクランプバンドを締め付け、ホース

　　クランプでブレードホースを固定します。
　　注意：フィルターは、しっかりと奥までスロットルボディに差し込
　　　　　んで下さい。
　　　　　特にフィルターパイプを使用されている場合、差し込みが浅
　　　　　いと、フィルターパイプがフィルター内で動いてしまい、異
　　　　　音やアルミ粉が発生する原因となります。

●ノーマルエンジン車両の場合

■参考セッティング

・ノーマルエンジン車両に取り付ける場合は、必ず付属のフィルターパ
　イプを取り付けて下さい。

●Ｓ－Ｓｔａｇｅキット組み込み車両の場合

エンジン仕様 ＦＩコン設定
エアフィルターキット　＋　ノーマルマフラー ＦＩコン不要
エアフィルターキット　＋　当社製　ボンバーマフラー ＦＩコン不要

エンジン仕様 ＦＩコン設定
エアフィルターキット　＋　ノーマルマフラー 9
エアフィルターキット　＋　当社製　ボンバーマフラー Ｆ

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７
ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９

お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７
ＵＲＬ　　　　　　　　　 http://www.takegawa.co.jp


